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究所 コーパス開発センター 2015: 58），教科書における複合辞の使用実態を概観するのに適した









ているため，小 1・小 2のデータはない。また，サンプリング対象から外れている小 2の国語・
中 1の理科・社会が収録されていない。
表 1　教科・学校種別ごとの長単位語数（記号等は除外）
国語 算数・数学 理科 社会
小学校 26457 25549 15814 22962
中学校 21044 17400 24131 39523








































順位 複合助詞 国語 算数 理科 社会 計 順位 複合助詞 国語 算数 理科 社会 計
1 について 46 26 40 48 160 14 とともに 2 2
2 という 65 14 2 29 110 14 にわたって 2 2
3 として 10 21 3 25 59 19 に関する 1 1
4 によって 10 3 13 19 45 19 をもって 1 1
5 ために 8 8 23 39 19 とはいえ 1 1
6 だけでなく 3 3 8 14 19 にしても 1 1
7 にとって 2 6 4 12 19 といった 1 1
8 ための 3 1 3 7 19 をめぐる 1 1
9 ものの 2 1 2 1 6 19 を通じて 1 1
10 に対して 3 2 5 19 上に 1 1
10 に対する 1 1 3 5 19 により 1 1
12 による 2 2 4 19 にわたる 1 1
13 たところ 1 2 3 19 に対し 1 1
14 につれ 1 1 2 19 に関わらず 1 1
14 につき 1 1 2 19 によると 1 1
14 につれて 2 2 計 160 68 81 183 492
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表 3　小学校教科書における複合助動詞の用例数
順位 複合助動詞 国語 算数 理科 社会 計 順位 複合助動詞 国語 算数 理科 社会 計
1 ている 296 144 188 370 998 20 でない 3 2 2 4 11
2 てみる 72 71 39 80 262 22 てやる 5 3 8
3 のだ 81 33 60 69 243 22 のではない 4 4 8
4 のです 58 11 10 89 168 24 てくださる 5 1 6
5 てくる 56 1 37 26 120 24 こともある 3 3 6
6 ことができる 11 18 68 18 115 26 なければならない 3 1 1 5
7 ていく 16 15 32 39 102 26 てほしい 2 3 5
8 ておく 14 4 14 15 47 26 てはいけない 4 1 5
9 てしまう 24 2 5 10 41 29 かもしれない 3 3
10 である 11 4 13 11 39 29 のである 2 1 3
11 てある 19 6 5 30 29 ておる 1 2 3
11 ことにする 5 3 22 30 32 かもしれません 2 2
13 ばいい 2 23 2 27 32 ていただく 2 2
14 てくれる 17 8 25 32 ことはない 2 2
15 ではない 10 4 1 9 24 35 てらっしゃる 1 1
16 てもらう 9 11 20 35 こともない 1 1
17 ことになる 3 13 2 18 35 てはならない 1 1
17 たらいい 3 12 3 18 35 ではありません 1 1
19 ことがある 6 3 3 4 16 35 に違いない 1 1
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表 4　小学校教科書における複合助詞の掲載教科数
4教科共通 3教科共通 2教科共通
という 全 だけでなく 国　理社 たところ 　　理社
として 全 ために 国　理社 に対して 国　　社
について 全 ための 国　理社 につき 　算　社
によって 全 に対する 国算　社 につれ 国算　　
ものの 全 にとって 国　理社 による 国　　社
1教科のみ
上に 　　　社 にしても 国 にわたって 　　　社
といった 　　　社 に対し 　　　社 にわたる 　　　社
とともに 　　　社 につれて 　　理 を通じて 　　　社
とはいえ 国　　　 により 　　　社 をめぐる 　　　社
に関わらず 　　　社 によると 　　　社 をもって 国
に関する 国
　なお，複合助詞のバリエーションには教科ごとに差があり，BCCWJのデータの範囲では，国
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表 6　小学校教科書における複合助動詞の掲載教科数
4教科共通 3教科共通 2教科共通
ことがある 全 ことにする 国算　社 てやる 国算　　
ことができる 全 ことになる 国算　社 のである 国　理　
である 全 たらいい 国　理社 のではない 国　　社
ていく 全 てある 国算　社 1教科のみ
ている 全 なければならない 国算　社 かもしれない 国
ておく 全 ばいい 国算理　 かもしれません 国
てくる 全 2教科共通 ことはない 　　理
てしまう 全 こともある 国　　社 こともない 　　理
でない 全 ておる 国　　社 ていただく 国
ではない 全 てくださる 国　　社 ではありません 　　　社
てみる 全 てくれる 国　　社 てはならない 　　　社
てもいい 全 てはいけない 　　理社 てらっしゃる 国
のだ 全 てほしい 国　　社 に違いない 　　　社
のです 全 てもらう 国　　社
　複合助動詞についても，バリエーションには教科ごとに差があり，国語が 33種類，算数が 20


































順位 複合助詞 国語 数学 理科 社会 計 順位 複合助詞 国語 数学 理科 社会 計
1 によって 59 22 592 392 1065 32 にわたる 1 5 8 14
2 として 129 42 372 442 985 33 に至るまで 4 6 3 13
3 という 285 21 147 316 769 34 にも関わらず 1 2 9 12
4 について 81 142 203 196 622 35 にしても 10 1 11
5 による 14 16 241 204 475 36 としたら 7 1 2 10
6 ために 38 11 77 145 271 37 につれ 1 5 2 8
7 により 3 5 102 82 192 37 とすれば 3 4 1 8
8 において 7 46 49 89 191 37 に関わらず 3 5 8
9 に対して 22 14 69 82 187 40 に際して 1 1 5 7
10 における 9 13 66 70 158 41 としても 2 1 3 6
11 に対する 39 10 27 81 157 42 とはいえ 1 1 3 5
12 にとって 19 4 13 50 86 42 にせよ 5 5
13 に関する 5 2 33 41 81 42 といっても 1 2 2 5
14 ための 10 2 23 41 76 42 に限らず 2 3 5
15 だけでなく 2 2 34 31 69 42 のみならず 5 5
16 といった 14 1 6 42 63 47 にわたり 4 4
17 に対し 3 10 32 45 47 にあたって 2 2 4
18 を通じて 1 7 35 43 49 と同時に 1 2 3
19 たところ 3 9 22 7 41 49 にあたり 1 2 3
20 とともに 2 12 24 38 51 といえども 1 1 2
21 にわたって 1 25 10 36 51 にしたがって 1 1 2
22 をはじめ 2 7 22 31 51 たところで 1 1 2
23 をもって 5 7 14 26 51 わりに 1 1 2
24 によると 4 14 3 21 51 に際し 2 2
25 ものの 1 3 4 11 19 56 からして 1 1
26 際に 4 8 8 20 56 からすれば 1 1
26 につれて 2 10 8 20 56 からといって 1 1
28 をめぐる 3 15 18 56 からには 1 1
29 によれば 6 2 9 17 56 にしては 1 1
29 に関して 9 5 3 17 56 上に 1 1
31 上で 2 4 9 15 計 813 380 2234 2579 6006















順位 複合助動詞 国語 数学 理科 社会 計 順位 複合助動詞 国語 数学 理科 社会 計
1 ている 980 195 1943 1844 4962 25 かもしれない 24 5 2 31
2 である 367 358 1204 1122 3051 26 てくださる 18 3 6 27
3 てみる 256 187 374 479 1296 27 てもらう 15 1 7 23
4 のだ 335 20 407 200 962 28 てもいい 10 2 8 2 22
5 てくる 81 10 124 214 429 29 ことはない 8 2 2 8 20
5 ことができる 47 47 227 108 429 30 たらいい 4 6 7 17
7 ていく 62 34 118 180 394 30 に過ぎない 2 7 8 17
8 のである 82 4 34 90 210 32 てほしい 3 3 8 14
9 ではない 78 4 43 71 196 33 てやる 11 1 12
10 ておる 22 8 84 76 190 34 てはならない 1 1 1 6 9
11 てしまう 71 2 49 34 156 35 に違いない 4 1 2 7
12 ことになる 28 2 48 61 139 35 までもない 4 3 7
13 のです 36 2 8 60 106 37 でもある 3 1 1 1 6
14 ておく 19 6 49 28 102 37 てはいけない 1 5 6
15 なければならない 23 20 50 93 39 にほかならない 1 1 1 2 5
16 こともある 15 2 28 33 78 40 ていただく 3 1 4
17 のではない 27 26 22 75 40 なくてはならない 2 2 4
17 でない 20 13 19 23 75 40 こととなる 4 4
19 ばいい 10 28 26 9 73 43 かもしれません 1 2 3
20 てくれる 49 11 8 68 43 ざるを得ない 1 2 3
21 てある 29 3 19 9 60 45 しかない 2 2
22 ことにする 4 4 10 40 58 45 こともない 2 2
23 ことがある 13 3 31 9 56 47 わけにはいかない 1 1
24 つつある 4 8 20 32 計 2775 944 4956 4861 13536


















だけでなく 全 上で 国　理社 たところで 　　理社
たところ 全 際に 国　理社 といえども 国　　社
ために 全 といっても 国　理社 と同時に 国　　社
ための 全 としたら 国　理社 にあたって 　　理社
という 全 としても 国　理社 にあたり 国　理　
といった 全 とすれば 国　理社 に関わらず 　　理社
として 全 とともに 国　理社 に限らず 　　理社
において 全 とはいえ 国　理社 にしたがって 国数　　
における 全 に至るまで 国　理社 にしても 国　理　
について 全 に関して 　数理社 わりに 　　理社
にとって 全 に際して 国　理社 をめぐる 　　理社
によって 全 につれ 国　理社 1教科のみ
により 全 につれて 　数理社 上に 　　　社
による 全 にも関わらず 国　理社 からして 国
に関する 全 によると 国　理社 からすれば 国
に対して 全 によれば 国　理社 からといって 国
に対する 全 にわたって 国　理社 からには 国
ものの 全 にわたる 国　理社 に際し 　　　社
に対し 　数理社 にしては 国
を通じて 国　理社 にせよ 国
をはじめ 国　理社 にわたり 　　　社
をもって 国　理社 のみならず 　　　社





























































ことがある 全 てしまう 全 かもしれない 国　理社 かもしれません 国　　社
ことができる 全 でない 全 たらいい 国　理社 ざるを得ない 国　　社
ことにする 全 ではない 全 つつある 国　理社 ていただく 国　　社
ことになる 全 てはならない 全 てくださる 国数　社 てはいけない 国　理
ことはない 全 てみる 全 てくれる 国　理社 てやる 国数
こともある 全 でもある 全 てほしい 国　理社 なくてはならない 　　理社
てある 全 てもいい 全 てもらう 国　理社 までもない 国　　社
である 全 にほかならない 全 なければならない 国　理社 1教科のみ
ていく 全 のだ 全 に過ぎない 国　理社 こととなる 　　　社
ている 全 のである 全 に違いない 国数理 こともない 　　理
ておく 全 のです 全 のではない 国　理社 しかない 国
ておる 全 ばいい 全 わけにはいかない 国
てくる 全
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表 12　小学校において数量面から重要度が高いと考えられる複合辞
A. 用例数が 10位以内で 4教科全てにみられる複合
助詞






B. 用例数が 10位以内で 2～ 3教科にみられる複合
助詞







A. 用例数が 20位以内で 4教科全てにみられる複合
助詞










B. 用例数が 20位以内で 2～ 3教科にみられる複合
助詞
B. 用例数が 20位以内で 2～ 3教科にみられる複合
助動詞
とともに，に対し，を通じて てくれる，なければならない，のではない
C. 用例数が 21位以下だが 4教科全てにみられる複
合助詞
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Compound Functional Expressions in School Textbook Data from  
the Balanced Corpus of Contemporary Written Japanese:  
Importance for Japanese Language Education
WATANABE Yuki
Nagoya Women’s University / Project Collaborator, NINJAL
Abstract
Compound functional expressions have not received much attention in Japanese language school 
grammar, and there is no indication of the importance of these expressions in Japanese language 
education. This study presents their use in school textbooks using data from the Balanced Corpus 
of Contemporary Written Japanese. In elementary school textbooks, compound functional 
expressions such as toiu, tosite, nituite, niyotte, monono, teiru, tekuru, temiru, nodesu, and noda are 
used frequently and extensively in Japanese language, arithmetic, science, and social studies classes. 
These expressions are important in terms of quantity. For the same reason, in junior high school 
and high school textbooks, the important compound functional expressions should include toiu, 
tosite, nituite, niyotte, niyoru, dearu, teiru, tekuru, temiru, and noda. This study also examines the use 
of compound functional expressions characteristic for each subject and discusses the significance 
of focusing on these expressions in Japanese language education.
Key words:  compound postpositional particles, compound auxiliary verbs, Japanese language edu-
cation, corpus
